
▽
日
時
　
11
月
30
日
（土）
　
午
後
１
時

　
30
分

▽
場
所
　
五
日
市
地
域
交
流
セ
ン
タ

　
ー
３
階
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル

▽
内
容

　●

郷
土
史
家
・
石
井
道
郎
さ
ん
に
よ

　
る
萩
原
タ
ケ
女
史
に
つ
い
て
の
基

　
調
講
演

　●

劇
団
「
き
楽
座
」
に
よ
る
萩
原
タ

　
ケ
女
史
演
劇
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

▽
定
員
　
１
０
０
人
（
抽
選
）

▽
費
用
　
無
料

▽
主
催
　
あ
き
る
野
青
年
会
議
所
、

　
あ
き
る
野
市
教
育
委
員
会

▽
申
込
み
方
法
　
11
月
13
日
（水）
（
必

　
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

　
「
萩
原
タ
ケ
を
知
ろ
う
！
参
加
希

　
望
」
、
住
所
、
電
話
番
号
、
参
加

　
者
全
員
の
氏
名
（
１
枚
の
は
が
き

　
で
５
人
ま
で
可
）
、
年
齢
を
記
入

　
し
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
（
返
信

　
用
表
面
に
も
返
信
先
を
記
入
）
。

※
「
電
子
申
請
」
で
も
申
し
込
み
で

　
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
か
ら
の
申
込
み
は
次
の

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
生
涯
学
習
ス

　
ポ
ー
ツ
課
文
化
財
係
（
〒
１
９
７

　
―
０
８
１
４
　
二
宮
３
５
０
）

　
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
、
筋
を
伸
ば
し
、

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
健
康
法
。

ゴ
ム
の
弾
力
で
筋
肉
を
刺
激
し
、
体

を
軽
や
か
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
　
11
月
30
日
（土）
　
午
後
１
時

　
〜
３
時
30
分

▽
場
所
　
秋
川
体
育
館

▽
講
師
　
野
口
進
さ
ん
（
マ
ッ
サ
ー

　
ジ
指
圧
師
）

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
の
方

▽
定
員
　
20
人
（
抽
選
）

▽
費
用
　
無
料

▽
持
ち
物
な
ど
　
タ
オ
ル
、
動
き
や

　
す
い
服
装

▽
申
込
み
方
法
　
11
月
５
日
（火）
か
ら

　
15
日
（金）
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん

　
で
く
だ
さ
い
（
土
曜
・
日
曜
日
を

　
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

　
時
15
分
ま
で
受
付
）
。

※
抽
選
結
果
は
22
日
（金）
ま
で
に
電
話

　
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
生
涯
学
習
ス

　
ポ
ー
ツ
課
生
涯
学
習
係
（
直
通
５

　
５
８
・
２
４
３
８
）

▽
日
時
　
12
月
６
日
（金）
　
午
前
10
時
 

　
〜
午
後
１
時

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
内
容
　
手
打
ち
あ
ん
か
け
う
ど

　
ん
、
ク
ル
ミ
入
り
人
参
き
ん
ぴ

　
ら
、
フ
ル
ー
ツ
寒
天

▽
講
師
　
市
川
佳
代
子
さ
ん
（
「
い

　
ち
か
わ
栄
養
セ
ミ
ナ
ー
」
主
宰
）

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
58
歳

　
以
上
の
男
性
で
、
料
理
の
経
験
が

　
あ
ま
り
な
い
方

▽
定
員
　
20
人
（
申
込
み
順
）

▽
持
ち
物
な
ど
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　
巾
、
手
拭
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

▽
費
用
　
５
０
０
円
（
材
料
代
）

▽
そ
の
他
　
材
料
準
備
の
都
合
上
、

　
申
込
み
締
切
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

　
は
、
費
用
を
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
込
み
方
法
　
11
月
18
日
（月）
ま
で

　
に
、
費
用
を
添
え
て
窓
口
で
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
（
☎
５
５
９
・
１
２
２
１
）

▽
日
時
　
12
月
３
日
（火）

　●

午
前
の
部
…
９
時
30
分
〜
午
後
０

　
時
30
分

　●

午
後
の
部
…
午
後
１
時
30
分
〜
５

　
時
30
分

▽
会
場
　
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

▽
内
容
　
反
響
板
を
組
ん
だ
大
き
な

　
ホ
ー
ル
で
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア

　
ノ
を
自
由
に
演
奏
し
、
響
き
の
良

　
さ
を
体
感
し
ま
す
（
ス
テ
ー
ジ
上

　
に
ピ
ア
ノ
を
２
台
用
意
）
。

▽
対
象
　
小
学
生
以
上
の
ピ
ア
ノ
経

　
験
者
（
グ
ル
ー
プ
参
加
も
可
能
）

▽
費
用
　
千
円
（
１
区
分
50
分
）

▽
そ
の
他
　
ピ
ア
ノ
独
奏
・
連
弾
、

　
ピ
ア
ノ
以
外
の
楽
器
と
の
合
奏
や

　
声
楽
の
伴
奏
と
し
て
の
演
奏
も
可

　
能
※
持
ち
込
み
楽
器
は
ア
コ
ー
ス
テ
ィ

　
ッ
ク
な
も
の
に
限
り
、
演
奏
は
一

　
般
非
公
開

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
方
法
　
12
月
１
日
（日）
午
後

　
５
時
ま
で
に
直
接
窓
口
か
電
話
で

　
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
７
区
分

　
の
枠
が
埋
ま
り
次
第
、
受
付
を
終

　
了
し
ま
す
）
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
秋
川
キ
ラ
ラ

　
ホ
ー
ル
（
☎
５
５
９
・
７
５
０

　
０
）

　
11
月
下
旬
か
ら
12
月
下
旬
ご
ろ
や

っ
て
く
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
大
き

な
彗
星
「
ア
イ
ソ
ン
彗
星
」
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。
肉
眼
で
も
明
る
く
尾

を
引
く
彗
星
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会

に
夜
空
の
安
全
な
観
察
方
法
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日
　
12
月
１
日
（日）

▽
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
内
容
　
ア
イ
ソ
ン
彗
星
に
つ
い
て

　
の
解
説
、
簡
単
な
ク
ラ
フ
ト
工
作

　
ほ
か

▽
講
師
　
遠
藤
純
夫
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
Ｘ

　
Ａ
宇
宙
教
育
セ
ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ

　
ザ
ー
、
子
ど
も
・
宇
宙
・
未
来
の

　
会
副
会
長
）

▽
対
象
　
小
学
生
以
上
の
市
内
在

　
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
（
小
学
生

　
は
保
護
者
同
伴
）

▽
定
員
　
30
人
（
申
込
み
順
）

▽
持
ち
物
　
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、
筆

　
記
用
具

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
電
話
か
窓
口
で
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
（
☎
５
５
９
・
１
２
２
１
）

▽
日
時
　
11
月
11
日
（月）
・
20
日
（水）
　

　
午
後
２
時
〜
４
時

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
内
容
　
Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
初

　
心
者
の
方
の
質
問
に
答
え
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
入
門
、
初
歩
の
ワ
ー

　
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
も
学
習
で
き

　
ま
す
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
方

▽
定
員
　
８
人
（
申
込
み
順
）

▽
持
ち
物
　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

※
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
方
も
参
加
で
き

　
ま
す
。

▽
費
用
　
無
料
　

▽
申
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し
込
ん

　
で
く
だ
さ
い
。

※
両
日
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
（
☎
５
５
９
・
１
２
２
１
）

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
事
業
で
創
作
活
動
を
し
て
い

る
、
３
人
の
若
手
版
画
家
の
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
20
日
（水）
〜
24
日
（日）
　

　
午
前
11
時
〜
午
後
７
時

▽
場
所
　
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
五
日
市

　
（
戸
倉
３
０
０
）

▽
出
展
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
（
敬
称
略
）

　
風
間
雄
飛
、
箕
輪
千
絵
子
、
Ｋ
ａ

　
ｔ
ｒ
ｉ
ｎ
　
Ｇ
ｒ
ａ
ａ
ｌ
ｍ
ａ
ｎ

　
ｎ
▽
費
用
　
無
料

▽
臨
時
開
館
日
　
11
月
３
日
（日）
・
４

　
日
（月）

　
来
館
す
る
と
「
て
く
て
く
ポ
ン
ポ

ン
カ
ー
ド
」
の
ス
タ
ン
プ
が
５
個
も

ら
え
ま
す
。
10
個
集
め
る
と
素
敵
な

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▽
期
間
　
11
月
２
日
（土）
〜
４
日
（月）

▽
対
象
　
中
学
生
以
下

▽
問
合
せ
　
五
日
市
郷
土
館
（
☎
５

　
９
６
・
４
０
６
９
）
、
二
宮
考
古

　
館
（
☎
５
５
９
・
８
４
０
０
）

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
版
画
制
作
風
景

を
見
学
で
き
る
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ

を
開
催
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
11
月
４
日
（月）
　
午
後
１
時

　
〜
５
時

▽
場
所
　
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
五
日
市

　
（
戸
倉
３
０
０
）

▽
費
用
　
無
料

▽
問
合
せ
　
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

　
生
涯
学
習
係
（
直
通
５
５
８
・
２

　
４
３
８
）

流
域
が
生
ん
だ
名
看
護
師

　
萩
原
タ
ケ
を
知
ろ
う
！

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
運
営
講
座

男
性
の
料
理
教
室

�
〜
自
分
で
打
と
う
〜

�
手
打
ち
あ
ん
か
け
う
ど
ん

夜
空
を
観
察
し
よ
う

大
き
な
彗
星
が
や
っ
て
く
る
☆

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
を

　
　
　
　
弾
き
ま
せ
ん
か

ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
五
日
市

　
　
　
　
　
　
　
版
画
展

版
画
制
作
風
景
を

　
　
　
見
学
し
ま
せ
ん
か

〜
パ
ソ
コ
ン
が

　
　
　
初
め
て
の
方
も

　
　
　
　
　
参
加
で
き
ま
す
〜

五
日
市
郷
土
館
・
二
宮
考
古
館

の
臨
時
開
館
の
お
知
ら
せ

五
日
市
郷
土
館
・

二
宮
考
古
館
特
別
企
画

　市では、全国初の産学公による自然環境保全活動の協定を締
結し、菅生地区をモデルに多様な生物が生息する里地里山の再
生と保全、地域の活性化を目的に設置した「あきる野菅生の森
づくり協議会」により郷土の恵みの森づくりを進めています。
　この活動を広く知っていただくためにシンポジウムを開催し
ます。事業で活動している方をパネリストとして、みんなでつ
くり上げる未来の菅生について話し合います。
　シンポジウムに先立って、地域の多様な意見を取り入れて森
づくりを進めている菅生地区の豊かな里地里山を散策します。
○菅生の散策
　●日時…11月24日㈰　午前10時～正午（９時30分受付開始）
　●集合場所…菅生学園学びの城駐車場（菅生１４６８)
　●内容…「大沢地区」「正勝神社の奥の院への昔道」「里地を
　活用した特産化農地」の３コースに分かれて散策（雨天実施）
　●持ち物…弁当
○シンポジウム
　●日時…11月24日㈰　午後０時45分～４時（０時15分受付開始）
　●集合場所…菅生学園学びの城６階講堂
　●内容
①基調講演
＊テーマ…「みどりの回廊」（仮題）
＊講師…木下瑞夫さん［明星大学理工学部総合理工科（環境・
　生態学系）教授］
②パネルディスカッション「みんなでつくる未来の菅生」
※シンポジウムのみの参加も可能
○費用　５００円
○後援　あきる野市、明星大学、ＮＥＣフィールディング㈱、
　菅生町内会、あきる野青年会議所、ＮＰＯ法人ふるさとの森
　づくりセンター、学校法人菅生学園など
○申込み方法　事前申込み不要。直接お越しください。
○問合せ　環境政策課環境の森推進係（☎５８８－５１７３）


